第２学年　単元　みんなで　つくろう（全１２時間）

１　単元の目標

　　　○　身の回りの自然を利用したり，身近にある物を使ったりして，自分で材料を集めておもちゃを作り，それを使ってみんなで遊びを楽しむことができる。

○　身近な材料を使い，動くひみつを考えて，動くおもちゃを作ることができる。

○　おもちゃ作りや遊び方の工夫，遊ぶ活動を通して，身近な人たちとふれあい，互いのよさに気付くことができる。

２　評価規準

	関　心・意　欲・態　度・規範意識
	思　　考　・　表　　現
	気　　　付　　　き

	· 自分で材料を集めておもちゃを作り，それを使ってみんなでルールを決め，守

ることによって楽しく遊ぶことができる｡

· 材料や道具など，物を大切にすることができる。
	・　身近な材料を使い，遊び方を考え，試行錯誤しながらおもちゃを作ることができる。
	・　おもちゃを作っていたり，遊んでいたりしているときに，友達と情報交換をしながら自分と友達の違いや互いのよさに気付くことができる。


３　単元構成







体験・表す(下－P8,9)


（習　得）





問題をもつ・考える（設計）(下－P10,11,12,13)


（活　用）








体験(下－P13)


（探　究）





表す・発展(下－P14)


（活　用）





振り返る・話し合う・体験(下－P13)


（探　究）





〈　体験・表す　３時間　〉


○活動１：　教師が提示した動くおもちゃを見て，おもちゃの材料を集め，おもしろ秘密を生かして作る。（下－P8,9）





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　教師が提示した動くおもちゃを見て，何で動いているのか「おもしろひみつ」を見つけ，おもちゃを作る意欲をもつ。


・　おもちゃの動くひみつ「おもしろひみつ」に興味をもち，教師のおもちゃを見て工夫して自分でおもちゃを作る。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











○○○の力でよく動くおもちゃをつくろう。





問題





〈　問題をもつ・考える　２時間　〉


○活動２：　どの「おもしろひみつ」を使ったおもちゃを作るか決め，考えたり，資料で調べたりしてできあがり図をかく。（下－P10，11，12，）








・　おもちゃの作り方を調べる。


・　いろいろな材料があることを知り，動くおもちゃを作るために必要なものを考える。


・　動くひみつを考えて，できあがり図をかく。





〈　体験　２時間　〉


活動３：　できあがり図をもとに，動くおもちゃ　　　　　


を作る。（下－P13）


・　できあがり図を確認しながら作る。


・　自分のおもちゃのうまくいったこと・こまったことを見つける。


・　こまったことの原因を探るために，できあがり図を振り返り，改良したところを書き加える。





〈　振り返る・話し合う　２時間　〉


○活動４：　作ったおもちゃで友達と一緒に遊ぶことにより，互いのよさに気付いたり，改良したりする。








・　できあがったおもちゃをみんなに紹介する。


・　友達のよさに気付き，自分のおもちゃを改良する。











〈　表す・発展　３時間　〉


活動５：　よく動くための工夫を紹介しながら，みんなで楽しく遊ぶ。


　　　　　　（下－P14）








・　招待する相手を決めてルールや遊び方を話し合い，遊ぶ計画を立てる。


・　招待する相手のことを考えて，コンピュータ等を使って招待状を作る。


・　おもちゃの「おもしろひみつ」を紹介しながら，みんなで楽しく遊ぶ。





このおもちゃは，どうして動くのかな。





先生のおもちゃのように動くといいなあ。どんなにして作るのか，先生のお話の通りにしよう。








ぼくは，本やワークブックで調べたことをヒントにして，できあがり図をかいたよ。


○○○の力で動くよ。











作り方は，できあがり図を見ればいいよ。





どうしてうまく動かないのかな。動くしくみを見直してみよう。


動かし方を工夫してみよう。





○○の力でよく動くおもちゃを作ろう。





○○したら，うまく動いたよ。





ぼくのおもちゃは，○○の力で動くよ。よく動くように……を工夫したよ。





□□さんのおもちゃは，よく動くなあ。


○○を○○するといいんだね。


ぼくも作りかえてみよう。





誰におもちゃのひみつを教えてあげようかな。





１年生にしようかな。


幼稚園の子がいいかな……。


招待状を作ろう。

















